
To-Beエンジニア試験
知識の見える化こそがエンジニア育成へのカルテです！

マンネリ化した新人教育や部門任せの職能教育に疑問を感じていませんか？
貴社の将来を担うエンジニアになるために必要な知識レベルを診断することで

教育費のムダを省き、教育効果を飛躍的に高めます。
「ものづくり企業」の新人・若手エンジニアに必要な知識を客観的に見える化できる
試験を世界で初めて実現しました。エンジニアの採用・教育プラン・教育効果測定・

配置転換などに是非ご活用ください。

主　催：To-Beエンジニア試験企画委員会
共　催：

To-Beエンジニア試験とは
　国内景気の低迷、ますます激しくなるグローバル競争のなかで、わが国を牽引してきた「ものづくり企業」では改めて技術
者養成の重要性が見直されています。
　それには入社３年目までの技術者教育が大きな影響を持っていると言われています。
　しかし、現状では、ゆとり教育などの影響もあり大学でのカリキュラム増加で圧迫された基礎教育を入社後に企業が負担
しなければならないという状況があり、具体的には以下のような問題点が指摘されています。
   ・新人採用時において、大学教育の実態と企業の望む知識や素養が必ずしも一致してなく、入社後のミスマッチが多発している。
   ・配属前の基礎教育の負担が増加している。
   ・即戦略が期待される若手技術者に要求される実務知識・能力は増加する一方だが、そのようななかで若手技術者が自信 
   を失いモチベーションを低下させている。
　入社３年目まではその後に長く、企業の中核を担う技術者となるための幅広い基盤をつくるべき大変重要な時期です。
　そこで、技術者教育の経験から入社から３年目までの技術系人材を「To-Beエンジニア」として、「新人技術者」と「若手
技術者」の２つの階層にわけ、階層ごとに必要な共通知識を検討し明らかにして整理し、To-Beエンジニア試験「新人技術
者編」、「若手技術者編」を開設しました。
　試験の企画・作成にあたっては、職業能力開発総合大学校　塩田泰仁教授を中心に、代表的な製造業の教育・採用
担当者の方々に参加をいただき、「To-Beエンジニア試験企画委員会」、を設立し、企画内容、試験問題のあり方について
検討を重ねてまいりました。
　「新人技術者編」、「若手技術者編」ともに各階層で必要な技術者としての基本知識を吟味・整理した上で専門分野別
の技術教育マップにわけ、あるべき基礎知識や技術者としての共通知識・常識を通じて適性を把握する問題を体系的にバ
ランスよく出題することをめざしました。
　人事戦略担当の方や採用・教育担当者の方で、今後の技術者育成や人材の配置や配属などに客観的な基準が必要
だと考える方に是非、ご検討いただければ幸いです。教育ソリューショングループ
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新人技術者編　  若手技術者編

＊原則として１０人以上の受験でお申込みください。
＊１０人以上のお申込みでも集計・採点が複数回になった場合には、毎回の集計・採点人数での都度請求となります。
＊９人以下の場合の受験料は、￥7,000（１名につき）になります。
＊集計・採点時には問題と回答マークシートを回収させていただきます。
＊集計・採点結果は、回答マークシートの弊社到着日より５営業日以内にメールにて返却します。
＊１名につき￥５００の追加料金にて、２営業日以内のメール返却必着の特急便対応がご利用いただけます。
＊海外での使用の場合は、集計・採点のない「問題+回答マークシート」のみの販売も可能です。詳しくはお問合せください。
＊消費税は別途頂戴いたします。

＊原則として２０人以上の受験でお申込みください。（１９人以下でも実施可能ですが、受験料は20人分を頂戴いたします）
＊原則として１回の受験で、１回の集計・採点とさせていただきます。
＊集計採点時には問題と回答マークシートを回収させていただきます。
＊集計・採点結果は、回答マークシートの弊社到着日より５営業日以内にメールにて返却します。
＊共通技術系標準問題に設問テーマを追加する場合は、１テーマにつき、￥1,000（１名につき）の追加料金を頂戴いたします。
＊消費税は別途頂戴いたします。

１０人以上

分野
１．専門技術系各１分野（機械、電気・電子、情報）につき
２．共通技術系標準問題（８テーマ）
３．専門技術系各１分野+共通技術系標準問題

受験人数
２０人
２０人
２０人

受験料（２０名分）

￥160,000
￥150,000
￥280,000

追加受験料（1名につき）

￥7,500
￥7,000
￥13,500

￥5,500

新人技術者編 受験料
受験人数 受験料（１名につき）

若手技術者編 受験料

To-Beエンジニア試験

受験料
新人技術者編   若手技術者編
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企画委員会

Examination For Engineer to-be

Examination For Engineer to-be

To-Beエンジニア試験の特長
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試験の企画にあたっては、製造業の調査に基づき、職業能力開発総合大学校 塩田泰仁教授を中心に、代表的
な製造業の教育・採用担当者の方々に参加をいただいた「To-Beエンジニア試験企画委員会」により企画内
容、試験問題のありかたについて検討を重ねました。

試験問題は新人・若手技術者に必要な基本知識を吟味・整理した上で多岐にわたる必要な技術知識を網羅して
います。またそれぞれの企業の特性による選択の可能性を考慮しつつも、体系的にバランスよく出題することをめ
ざしました。

新人技術者編は、日・中・英の三カ国後に対応していますので、グローバルに人材能力を把握し教育を標準化した
いとお考えの企業には最適です。

5 試験問題は複数用意し、毎年設問を変えるので問題漏洩の心配はありません。

各技術教育マップから各企業の事業や人材育成方針に合わせた分野の配分を選び、試験問題分野を選択でき
る、というセミカスタマイズを可能にしています。
また試験結果によって技術者の傾向分析が可能で教育や配属の基礎データができます。

試験の企画・作成にあたっては、職業能力開発総合大学校 塩田泰仁教授を中心に、代表的な製造業の教育・採用担当者の方々に協力をいただき、
「To-Ｂｅエンジニア試験企画委員会」を設立し、企画内容、試験問題のあり方について検討を重ねた結果、作成されたものです。

※上記の方々の他、多くの企業の方々に企画協力をいただきました。

（株）タマディック 電子情報システム部 課長
村田機械（株）セミナー事業部 部長
第一工業製薬（株） 研究管理部 課長
経営コンサルタント

萩原 雄治
植浦 明
岩崎 俊子
高橋 明憲

企画委員長
職業能力開発総合大学校 教授

ＮＫコンサルティンググループ 代表
工学研究社専任講師 （株）アドテックシステム技術マネージャー
職業能力開発総合大学校 准教授
職業能力開発総合大学校 准教授
元（株）東芝 技術コンサルタント

小久保 尚躬
山下 雅一
坪田 実
池田 知純
上野 誠三

塩田 泰仁

企 画 委 員

企画委員長あいさつ

塩田 泰仁
しおた       やすひと

職業能力開発総合大学校
機械システム工学科教授・
工学博士

自分自身の技術基礎能力がどれくらいあるのか、意外に誰も知らないものである。どの学科を卒
業し、どの企業で学んでも、身に付けた技術内容は人によって大いに異なる。学生時代や入社後
に一生懸命勉強したといっても、エンジニアとして、現在どれくらいの基礎知識を持っているのか、
どの分野が強いのか、を客観的に知る方法はほとんどない。そのような企業人事教育担当者の
方々の要望にこたえて作成したのが本試験制度である。十分にご活用いただきたい。




